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子'l

熊
本
地
震
の
橋
梁
復
旧
工
事
に
採
用

日
綜
産
業
の
新
型
シ
ス
テ
ム
つ

J
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

H

キ

写

真

H
が
熊
本
地
震
の
復
旧
・
復

ツ
興
に
貢
献
し
て
い
る
。
熊
本
県
南

Z

阿
蘇
村
で
富
士
ピ
l
エ
ス
が
施
工

一

ilJ

す
る
阿
蘇
長
陽
大
橋
の
復
旧
工
事

《
/
現
場
に
採
用
。
災
害
復
旧
と
い
う

ツ
特
殊
か
つ
早
期
の
完
成
が
求
め
ら

F
l
れ
る
現
場
で
高
い
施
工
性
に
よ
り

り
工
期
短
縮
に
寄
与
し
、
安
全
確
保

且
/
ノ
の
面
で
も
作
業
員
か
ら
好
評
を
得

-
て
い
る
。

監
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
日
綜
産
業

総
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
る
「
3
S
シ

良
ス
テ
ム
」
の
機
能
を
付
加
し
た
手

す
り
や
支
柱
、
ア
ル
ミ
製
床
板
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
L
型
幅
木
な
ど
独
自

技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
先
行
床
施

工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
つ
り
足

場
。
熊
本
県
内
で
の
採
用
は
熊
本
ら
4
分
の
1
程
度
に
短
縮
で
き
た

地
震
で
被
災
し
た
自
動
車
メ
i
カ
ほ
か
、
今
後
の
解
体
に
つ
い
て
も

干

r

i
の
工
場
の
復
旧
工
事
に
次
い
で

2
径
間
分
の
お
よ
そ
1
5
0
Mを

u
r
2件
目
と
な
る
。

1
週
間
程
度
で
終
え
ら
れ
る
と
見

呈
ロ
阿
蘇
長
陽
大
橋
は
P
C
4径
聞
込
ん
で
い
る
。

に
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
橋
長
2

富
士
ピ
!
・
エ
ス
の
三
原
真
一

日
本

7
6
M。
熊
本
地
震
に
よ
り
橋
台
現
場
代
理
人
に
よ
る
と
「
フ
ラ
ッ

径
の
沈
下
、
橋
脚
の
ひ
び
割
れ
や
剥
ト
で
足
場
を
組
め
る
た
め
、
通
常

dlJ
離
、
上
部
工
の
主
桁
端
部
の
支
承
の
足
場
よ
り
安
全
な
印
象
を
受
け

A
ゴ
周
辺
の
損
傷
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
。
危
険
作
業
が
少
な
く
な
り
、

家
た
た
め
、
炭
素
繊
維
シ
!
ト
に
よ
施
工
性
も
だ
い
ぶ
い
い
」
と
い
う

0

・hf
る
補
強
や
ひ
び
割
れ
の
補
修
、
断
日
綜
産
業
に
よ
る
と
ク
イ
ッ
ク

併
科
面
修
復
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
デ
ッ
キ
の
納
入
・
稼
働
実
績
は
2

垣
間
現
場
で
は
施
工
性
と
安
全

0
0現
場
以
上
。
国
土
交
通
省
の

明
月
性
、
作
業
性
を
考
慮
し
、
発
注
者
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

(
N

1
4
と
協
議
し
て
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を

E
T
I
S
)
に
も
登
録
さ
れ
て
お

一
一
採
用
し
た
。
納
入
数
量
は
2
3
0
り
、
今
後
も
橋
梁
な
ど
の
点
検
や

0
平
方
針
。
組
み
立
て
期
間
を
一
保
守
な
ど
を
中
心
に
市
場
の
拡
大

般
的
な
つ
り
足
場
の
3
分
の
1
か
を
図
っ
て
い
く
意
向
だ
。
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一
メ
ン
箱
桁
で
、
橋
台
周
辺
の
斜
面
一
め
た
。
日
綜
産
業
福
岡
支
庖
の
平

呑
同

nk品
開
匁
弘
Y

V

W

C
本
H
U

一
が
大
規
模
に
崩
壊
し
た
影
響
で
A
一
野
重
徳
執
行
取
締
役
支
庖
長
は
、

会
制
諺
ヌ
与
4
r
h
n
'む
よ
ま
F
F

一1
一
橋
台
が
沈
下
し
た
ほ
か
、
橋
脚
一
「
1
平
方
肘
当
た
り
3
0
0
Jの

日
綜
産
業
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
一
で
貫
通
ひ
び
割
れ
や
剥
離
(
は
く
一
積
載
荷
重
で
も
大
丈
き
と
強
度

一
り
)
が
生
じ
、
上
部
工
も
主
桁
端
一
の
高
さ
を
強
調
す
る

2
0
1
6年
熊
本
地
震
に
よ
る
一
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
採
用
さ
れ
、
一
部
の
支
承
周
り
が
損
傷
し
た
。
主
一
富
士
ピ
!
・
エ
ス
の
三
原
真
一

被
害
を
受
け
て
通
行
止
め
と
な
っ
一
現
場
の
安
全
性
向
上
や
工
期
短
縮
一
桁
の
補
修
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
引
一
現
場
代
理
人
は
「
イ
ン
サ
ー
ト
ア

て
い
る
阿
蘇
長
陽
大
橋
の
補
修
工
一
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
九
州
一
張
耐
力
を
確
保
す
る
た
め
、
ひ
び
一
ン
カ
i
の
設
置
数
が
少
な
く
、
ワ

事
に
日
綜
産
業
の
先
行
床
施
工
式
一
地
方
整
備
胃
熊
本
復
興
事
務
所
が
一
割
れ
注
入
と
炭
素
繊
維
シ
i
ト
に
一
ン
ス
テ
ー
ジ
組
め
ば
後
は
早
い
ペ

フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
吊
足
場
「
ク
一
事
業
を
進
め
、
富
士
ピ
!
・
エ
ス
一
よ
る
補
強
を
行
っ
た
。
こ
の
炭
素
一
!
ス
で
組
み
立
て
ら
れ
る
。
単
管

が

施

工

し

て

い

る

。

一

繊

維

シ

i
ト
設
置
に
吊
り
足
場
が
一
足
場
に
比
べ
て
工
期
は
3
分
の
1

阿
蘇
長
陽
大
橋
は
橋
長
2
7
6
一
必
要
と
な
り
、
「
ク
イ
ッ
ク
ヂ
ッ
一
か
ら
4
分
の
1
に
収
ま
っ
て
い

・
5
Mの
P
C
4径
関
連
続
ラ
l
一
キ
」
が
採
用
さ
れ
た
。
一
る
」
と
施
工
性
の
高
さ
を
評
価
す

一
通
常
の
単
管
足
場
は
吊
り
チ
ェ
一
る
。
実
際
に
組
み
立
て
た
職
人
も

!
ン
を
6
0
0
1
9
0
0、
♂
間
隔
一
「
部
材
が
少
な
く
手
聞
が
か
か
ら

で
設
置
す
る
の
に
比
べ
、
ク
イ
ッ
一
な
い
た
め
、
特
別
な
技
術
は
い
ら

ク
デ
ッ
キ
は
間
備
を
2
・
5
Mと
一
な
い
。
安
全
性
も
高
い
」
と
話
す
。

広
く
で
き
る
た
め
、
作
業
空
間
の
一
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
国
土
交
通

確
保
や
作
業
効
率
の
向
上
に
効
果
一
省
の
N
E
T
-
S
(新
技
術
情
報

を
発
揮
し
た
。
吊
り
足
場
の
床
面
一
提
供
シ
ス
テ
ム
)
に
登
録
済
み
で
、

が
フ
ラ
ッ
ト
で
仮
設
足
場
も
組
め
一
こ
れ
ま
で
に
納
入
・
稼
働
中
の
現

る
た
め
、
日
綜
麗
業
の
「
3
S
シ
一
場
は
2
0
0件
を
超
え
た
。
九
州

ス
テ
ム
」
を
設
置
し
て
作
業
を
進
一
・
沖
縄
地
区
は
9
例
目
と
な
る
。
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広
い
作
業
空
間
が
確
保
で
き
る
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ
キ

長三
原
現
場
代;

実
左

と
平
野
支
届 M
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日
綜
産
業
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

熊
本
県
の
橋
梁
向
け
初
採
用

〔
熊
本
〕
軽
仮
設
大
手
一
う
ち
l
橋
の
阿
蘇
長
腸
大

の
日
綜
産
業
(
本
社
長
一
橋
に
新
型

νス
テ
ム
吊
り

京
都
中
央
区
、
小
野
大
社
一
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

長
)
は
、
国
土
交
通
省
九
一
が
約
2
3
0
0平
方
が
採

州
地
方
整
備
局
立
野
ダ
ム
一
周
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。

工
事
事
務
所
(
現
熊
本
復
一
熊
本
県
の
橋
梁
向
け
で
は

興
事
務
啓
発
注
「
平
成
一
初
め
て
の
採
用
。

お
年
度
災
害
復
旧
立
野
地
一
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
従

区
外
橋
梁
補
修
工
事
」
の
一
来
の
吊
り
足
場
に
比
べ
て

最
大
5
×
5
Mと
吊
り
チ

ェ
ー
ン
間
隔
が
広
く
、
段

差
や
隙
聞
の
な
い
快
適
な

作
業
空
間
を
構
築
で
き

る
。
施
工
す
る
富
士
ピ
1

・
ェ
ス
の
現
場
代
理
人
、

一
一
一
原
真
一
氏
は
同
製
品
に

つ
い
て
「
フ
ラ
ッ
ト
で
隙

聞
の
な
い
足
場
が
組
め
る

分立単こ
のて管と
1の足か

ミ高に主
語は比全
り 体 ベ
ト感て通
足で 組 常
場 3みの

録ス Tデ
番テ I ツ7ム S自ご薪歯 フラットで快適な作業空間を構築

宜録技交 と 3ス聞と技連管当たを
|済術省ク評|ピもせ術い足者業組
1み情のイ価 4 I少ずを特場は者み
5r---.報 N ツ。倍ドな、必別と「の立
O登ン Eク 」はく手要なは単担て

0
0
7
l
A
)
o
M年
6
月

の
発
表
以
来
、
納
入
・
稼

働
中
の
現
場
は
2
0
0件

以
上
と
な
り
冶
大
型
商
業

施
設
や
工
場
天
井
部
の
新

築
・
改
修
工
事
、
新
幹
線

高
架
の
改
修
工
事
な
ど
幅

広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

数
多
く
の
実
績
に
加
え
、

作
業
の
安
全
確
保
や
優
れ

た
機
能
性
・
施
工
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
老
朽
化
に
よ

り
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ

る
橋
梁
の
点
検
や
補
修
な

ど
需
要
の
捕
捉
を
進
め
た

い
考
え
。
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鶴
橋
梁
補
修
現
場
を
見
学

吊
り
足
場
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
採
用

2017年(平成29年)

日
綜
産
業
側
(
本
社
・
東

京
都
中
央
匹
、
小
野
大
代
表

取
締
役
社
長
)
は
お
目
、
報

道
関
係
を
対
象
と
し
た
『
N

I
S
S
Oプ
レ
ス
会
現
場
見

学
会
』
を
熊
本
県
南
阿
蘇
村

の
平
成
部
年
度
災
害
復
旧
立

野
地
区
外
橋
梁
補
修
工
事

(
施
工
l
側
富
士
ピ
l
・エ

ス
)
現
場
で
開
催
し
た
。

昨
年
4
月
の
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
『
阿
蘇
長
陽
大

橋
』
の
改
修
を
含
む
同
工
事

で
聞
社
の
新
型
シ
ス
テ
ム
吊

り
足
場
『
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ

キ
』
が
採
用
さ
れ
活
躍
。
平

成
部
年
6
月
の
発
表
以
来
、

当
初
計
画
を
大
ぎ
く
上
回
る

好
調
な
出
足
を
見
せ
て
い

る
。
作
業
の
安
全
性
は
も
ち

ろ
ん
、
機
能
性
や
施
工
性
な

ど
従
来
製
品
を
上
回
る
特
性

や
最
近
建
設
現
場
で
悩
み
と

な
っ
て
い
る
建
設
技
能
労
働

者
不
足
に
威
力

も
を
発
揮
す
る
の

も
好
調
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
納

入
・
稼
働
中
の

現
場
は
2
0
0

を
超
え
た
。
内

訳
は
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
!
ル
や
航
空

機
組
立
工
場
新

築
工
事
の
天
井

工
事
、
精
密
機

目線産業

械
工
場
の
天
井
改
修
、
新
幹

線
高
架
の
改
修
工
事
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。
特
に
天
井
改

修
工
場
足
場
で
は
、
工
場
を

稼
働
さ
せ
な
が
ら
改
修
工
事

が
で
き
る
点
が
発
注
者
に
評

価
さ
れ
て
い
る
。

製
品
の
特
長
と
し
て
、
基

本
構
成
部
材
は
全
て
シ
ス
テ

ム
侶
さ
れ
て
お
り
専
用
工
具

を
必
要
と
せ
ず
人
力
で
組
立

て
が
可
能
な
こ
と
や
、
ト
ラ

ス
構
造
に
よ
り
高
い
強
度
と

軽
量
化
を
実
現
し
た
ジ
ョ
イ

ス
ト
(
主
梁
)
と
専
用
の
高

強
度
チ
ェ
ー
ン
の
組
合
わ
せ

に
よ
り
最
大
積
載
荷
重
3
5

0
均
/
z
m
、
最
大
吊
り

チ
ェ
ー
ン
ピ
ッ
チ
5
m
×
5

m
を
実
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
い
部
材
剛
性
と
水
平

旋
回
式
の
組
立
て
方
法
に
よ

り
吊
点
か
ら
の
跳
ね
出
し
最

大
5
m
の
先
行
床
施
工
で
作

業
床
を
高
所
で
の
危
険
作
業

な
し
で
安
全
に
施
工
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

一
昨
年
5
月
に
東
北
地
方

整
備
局
に
お
い
て
新
技
術
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム

(
N
E
T

I
S
)
登
録
が
完
了
し
、
こ

れ
を
契
機
に
今
後
到
来
す
る

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
代
に
向
け

て
橋
梁
等
の
点
検
・
補
修
等

の
公
共
工
事
に
市
場
拡
大
を

図
る
と
し
て
い
る
。

今
回
の
現
場
で
ク
イ
ッ
ク

デ
ッ
キ
を
採
用
す
る
に
あ
た

り
、
試
験
施
工
で
安
全
性
・

施
工
性
を
確
認
し
た
。
富
士

ピ
i
・
エ
ス
三
原
真
一
現
場

代
理
人
に
よ
る
と
、
安
全
に

施
工
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
工
期
も
従
来
製
品
の
1

/
3
1
1
/
4
に
短
縮
で
き

た
そ
う
だ
。
ま
た
、
フ
ル
フ

ラ
ッ
ト
な
床
面
に
な
る
た

め
、
完
全
に
安
定
し
た
足
元

が
確
保
で
き
る
の
で
作
業
効

率
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
実

際
に
施
工
し
た
下
請
け
業
者

は
「
そ
の
施
工
性
に
完
全
に

満
足
し
て
い
る
。
こ
れ
と

い
っ
た
課
題
も
見
つ
け
ら
れ

な
い
」
と
し
、
ま
た
「
極
端

に
一
宮
え
ば
、
だ
れ
に
で
も
施

工
で
き
る
簡
易
さ
も
魅
力

だ
」
と
し
た
。

〔
写
真
は
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ

施
工
理
場
〕
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日
綜
産
業
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

熊
本
県
の
橋
梁
向
け
初
採
用

門
熊
本
〕
軽
仮
設
大
手
一
う
ち
1
橋
の
阿
蘇
畏
陽
大

の
日
綜
産
業
(
本
社
日
東
一
橋
に
新
型
シ
ス
テ
ム
吊
り

京
都
中
央
区
、
小
野
大
社
一
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」

長
)
は
、
国
土
交
通
省
九
一
が
約
2
3
0
0平
方

M
採

州
地
方
整
備
局
立
野
ダ
ム
一
周
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。

工
事
事
務
所
(
現
熊
本
復
一
熊
本
県
の
橋
墾
向
け
で
は

興
事
務
所
)
発
注
「
平
成
一
初
め
て
の
採
用
。

お
年
度
災
害
復
旧
立
野
地
一
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
従

区
外
橋
梁
補
修
工
事
」
の
一
来
の
吊
り
足
場
に
比
べ
て

0
0
7
1
A
Y
U年
6
月

の
発
表
以
来
、
納
入
・
稼

働
中
の
現
場
は
2
0
0件

以
上
と
な
り
九
大
型
商
業

施
設
や
工
場
天
井
部
の
新

築
・
改
修
工
事
、
新
幹
線

高
架
の
改
修
工
事
な
ど
幅

広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

数
多
く
の
実
績
に
加
え
、

作
業
の
安
全
確
保
や
優
れ

た
機
能
性
・
施
工
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
老
朽
化
に
よ

り
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ

る
橋
梁
の
点
検
や
補
修
な

ど
需
要
の
捕
捉
を
進
め
た

い
考
え
。


